青山荘　　フェイスシート

平成23年12月12日（月）　担当：須々田　珠実　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　松村　勉　　様　　　　　男・女　　　　昭和30年6月20日生（56歳）

	
	住　所　　　八戸市柏崎一丁目6-21　　　　　　　　電話　0178-45-1491　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	腰痛症

	
	発症時期
	　平成6年頃（39歳時）
	罹 患 期 間
	約15年

	
	入院回数
	　　　　6回
	延べ入院年数
	約6年9ヶ月

	医療機関
	　八戸赤十字病院（主治医　吉田Dr）
	外来受診日
	水曜日（隔週）

	医療区分
	国保（扶養）
	重度医療
	有・無


	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	  5,000円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（月額　96,500円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘入所中

	入所年月日
	Ｈ　22年　2月　1日
	身長
	165cm
	体重
	75.5kg

	最終学歴
	東北福祉大学
	免許・資格
	社会福祉主事任用資格、危険物丙種免許、自動車一種免許

	職　歴
	昭和53年4月～ ビューホテル勤務

昭和54年4月～着物のすずのき勤務

昭和55年10月～八戸ワシントンホテル勤務

昭和56年6月～真和産業勤務

昭和58年4月～サンワドー勤務

昭和58年10月～イチノベ製パン勤務

昭和59年11月～協栄産業勤務

昭和62年8月～赤帽企業組合社勤務

平成2年9月～平成8年8月　　平成ビルサービス　勤務　　
	

	保　護　者
	氏　名　松村　豊　　様　　　　　　　　　続柄　兄　　（同居　・否）

	入所目的

安定した環境で生活の立て直しを図り、自立生活に必要な技能の再獲得を目指す。

	入院・治療歴　

期　　間　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　

１　平成　6年10月～平成　7年1月　　　　入院　　　　松平病院

２　平成　7年4月～平成　8年7月　　  　 入院　　　　八戸赤十字病院

３　平成10年 1月～平成  14年2月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院

４　平成19年1月～平成  19年3月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院　　　　　

５　平成20年6月～平成  20年9月　　 　 入院　　　　八戸赤十字病院

６　平成20年12月～平成21年2月　　　　入院　　　　八戸赤十字病院

	生活歴　

4人兄弟の四男として出生。昭和53年3月東北福祉大学社会福祉学部卒業後は、八戸へ帰省し、ビューホテルや平成ビルサービス（平成2年9月～平成8年8月）に勤めていた。婚姻歴はない。

平成6年6月頃母親の入院をきっかけに被害的内容の幻聴が出現。平成6年10月29日松平病院受診し、同日～平成7年1月30日まで入院。退院後通院加療していたが、薬の副作用を訴えて通院服薬を中断している。

　平成7年4月中旬頃から落ち着きがなくなり、平成7年4月23日八戸赤十字病院精神科初診。滅裂思考、不眠、不定愁訴が認められ、平成7年4月24日～平成7年7月1日まで同院精神科へ入院している。その後、通院継続しながら清掃業の仕事に従事する傍ら、母様の面倒を見ていたが、平成10年1月母親が他界してから不眠、多飲水、落ち着きがない等症状悪化し、平成10年1月13日～平成14年2月28日まで入院している。この際、家族の受け入れ拒否により長期入院となるが、湊病院デイケア利用を条件に退院。しばらくは通所を行い安定した生活を送っていたが、次第に通所利用を行わなくなり、自宅で引きこもりの生活となっていた。その後も平成19年1月30日～同年3月20日まで入院。平成20年6月16日～同年9月15日まで入院。平成20年11月中旬頃から、服薬が不規則となり、夜中に家を抜け出して家の周りをぐるぐる回ったり、近所の人にお金を貸して歩いたりする等、幻聴に左右された言動がみられるようになり、平成20年12月2日入院。入院加療で病状安定するが、退院後の自宅生活では保護者様が本人の面倒をみることが困難とのことから施設入所を検討、地域移行支援事業を利用した入所支援により平成22年2月1日入所となる。

	家族構成


　


	【家族状況、交流及び協力の程度（経済面も含む）】

父は平成1～2年頃、母は平成10年1月に他界している。

長兄：保護者で現在の主援助者。入院前は同居していたが、あまり交流はなかった。施設からの要請には協力得られている。必要時には本人からも連絡を取ることがある。

次兄：東京に出稼ぎ中。昨年末と今年の盆に面会に訪れている。

三兄：入院中は月に1回程度面会に訪れ、生活費等、金銭的な援助もあり協力的であったとのこと。青山荘入所後は3度面会に来られている。




	氏　名
	  松村　勉　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　30年　6月　20日（　56歳）

	長期目標（中期・短期）

	長期目標：単身生活に必要な技能（自己服薬・病状管理能力、対人交流、自炊）の習得。

短期目標：退所後を想定した日中活動の導入、スケジュールの確立。

	これまでの経過　　前回評価日（平成23年9月12日）

	前回の問題点

1 疾病・服薬継続の理解（服薬自己管理に向けた指導）

2 日中活動（活動の充実、行動範囲の拡大）

3 健康管理（体重増加）

【服薬管理】

11月から服薬チェック帳を省略して服薬自己管理している。確実に服用したことを確かめられるよう服用後に薬包の殻を服薬ボードに戻すことにしている。忘薬、誤薬なく順調に経過している。

【日中活動】

10/20から週１→週2回のデイケア利用となる。デイケアでは青山荘入所者以外のメンバーとの交流も少しずつ増えている様子。「デイケアに行かないと知らなかったことがいろいろあって勉強になっている」とデイケア利用が有益なものと捉えている発言も聞かれている。荘内以外の活動に参加することで、情報量が増えることや視野の拡大に繋がっていることを職員からも伝えている。また、体重増加傾向にあるため、運動プログラムへは積極的に参加している。

ＳＳＴの場面にて、他メンバーから話を途中で切られることが度々あるとのこと。話の要点を整理して伝えることが難しく、スタッフから伝え方のアドバイスをもらうことで修正することはできているよう。他メンバーとの関わりからストレスを溜めこまないようデイケア、青山荘双方でフォローしていく必要がある。

デイケア利用日以外の日中は主に、洗濯、入浴、散歩を兼ねたスーパーへの外出以外は自室で過ごすことが多い。

週２回自炊を実施。少人数での調理プログラムへ参加していたこともあったが、「やることが多くて疲れる」「自分で作るほうが単価が安く上がる」といった理由で現在は参加していない。一方で、当番の役割に関しては当番担当日以外でも担当者が当番を忘れていたり、時間になっても来ない、やり方に不十分な部分がある時などにフォローに入ったり、担当者がいなくなってから修正する（盛りつけ、食器の収納）といった行動が見られる。

　11月、郵送物を渡すため自室訪室した際に、収納扉が破損し陥没した状態になっていることがあり事情を確認したところ、「当番のことで苛々していて扉に向かって腕を振っていたら誤って当たってしまった」と説明している。

【退所に向けた本人、家族の意向】
来年1月末で入所２年となるため、退所後の方向性について検討している。

本人は、当初の予定通り、入所2年となる来年１月末で退所し、単身アパート生活を希望。通院とデイケア通所以外の日中活動について具体性がないため、退所先の選択も含めて再検討が必要となっている。長兄様は、単身生活に同意されている。三兄様も一応同意されているが、実際に可能か不安な面もあるとのこと。

※8月の長兄様との面談にて、青山荘退所後のサービス利用について、デイケア通所と並行して青山荘体系移行後のサービスを利用することを施設から提案。本人は、退所後は日赤ＨＰの医療面での関わり以外の支援には拒否的である。アパートを借りる際には、日常的な見守りや支援を受けていない場合は受け入れ可能なアパートを探すのも難しく、現実的にアパート入居を検討する上で日中のサービスも利用する必要があることを伝えている。同月、次兄様とも面談実施。先日の長兄様との面談内容を説明。次兄様としては単身生活であれば再発のリスクも高いためＧＨ入居を希望されるが、本人が希望するのであれば単身生活させてみてはどうかと話している。

　　


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 退所後を想定した日中活動の導入

（通院、デイケア以外の活動について現実検討ができていない）
	・現在の生活スケジュールを振り返り、退所後の生活を仮定した場合の過ごし方についてスケジュールを設定する。スケジュールを基に、余暇の過ごし方や他サービス利用の必要性について検討する。

・日中活動の必要性について理解を促しながら、本人の興味、関心や生活スキル向上に必要なプログラムを実施する。（外出等を取り入れ、施設外での活動機会も増やしていく）

・少人数でのプログラムなどを利用して他者交流機会をつくり、自己効力感を実感したり自分の居場所として認識できるように関わる。


	

	2 家族の協力、関わりの依頼
	・退所後の生活について、本人、家族間で話し合う機会を設定し（施設での面談、本人自宅外出時に依頼）方向性を定める。

・単身生活を想定した場合の生活上の課題や緊急時の介入について、本人を交えて確認し、対処方法を具体的に決める。


	






































三男　日出美（57）








長男　豊（60）保護者











次男　正樹（59）











本人　（5６）








